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「
４
年
連
続
で
組
織
拡
大
達
成
。
更
な
る
拡
大
で
、
仲
間
の
健
康
と
仕
事
と
生
活
を

守
り
ぬ
こ
う
」。
建
設
山
口
は
第
52
回
定
期
大
会
を
６
月
25
日
、
山
口
市
の
ホ
テ
ル

「
か
め
福
」
で
開
催
。
代
議
員
１
０
９
人
、
役
員
42
人
、
来
賓
15
人
な
ど
総
勢
２
０
０

人
が
参
加
し
、
１
万
２
千
人
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
柱
に
し
た
平
成
29
年
度
運
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
執
行
委
員
長
に
吉
村
修
さ
ん
（
宇
部
）
を

再
任
す
る
な
ど
、
新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
40
分
に
開
会
。

議
長
団
に
折
口
大
介
さ
ん

（
阿
東
）、
村
上
康
伸
さ
ん

（
山
口
）
を
選
出
し
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
吉
村
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
全
建

総
連
勝
野
書
記
長
か
ら
中総勢200人が参加して。大会を契機に更なる発展を目指す
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平
成
30
年
度
か
ら
組
合
費
25
円
Ｕ
Ｐ
も
承
認

大
会
議
長

央
情
勢
報
告
が
あ
り
、「
適

正
な
社
会
保
険
加
入
に
向

け
て
運
動
に
取
り
組
も
う
。

ま
た
、
組
織
拡
大
に
一
層

の
御
協
力
を
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
、
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
、
地
元
国
会
議

員
の
秘
書
の
方
々
、
岩
田

忠
二
・
広
島
県
建
設
労
働

組
合
執
行
委
員
長
、
木
下

敏
彦
・
岡
山
県
建
設
労
働

組
合
執
行
委
員
長
、
岩
舘

高
志
・
中
建
国
保
常
務
理

事
、
新
谷
和
彦
・
県
議
会

議
員
、
吉
田
充
宏
・
県
議

会
議
員
、
西
嶋
裕
作
・
県

議
会
議
員
、
中
繁
尊
範
・

連
合
山
口
会
長
（
山
口
県

労
働
者
福
祉
協
議
会
会

長
）、
中
野
威
・
全
労
済
山

口
県
本
部
本
部
長
か
ら
激

励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

平
成
28
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
の

質
疑
で
は
、
会
計
処
理
、

役
員
の
定
年
制
、
後
継
者

育
成
に
関
す
る
質
問
等
が

出
さ
れ
、「
今
後
、
執
行
委

員
会
等
で
議
論
し
て
い
く
」

等
の
執
行
部
の
答
弁
の
後

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
29
年

度
運
動
方
針
案
と
予
算
案

を
一
括
提
案
。
併
せ
て
全

建
総
連
組
合
費
引
き
上
げ

に
伴
う
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
組
合
費
25
円
Ｕ
Ｐ
の

提
案
も
さ
れ
ま
し
た
。
訓

練
校
に
関
す
る
質
問
、
予

算
案
に
対
す
る
質
問
等
が

出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

の
執
行
部
の
答
弁
後
、
大

き
な
拍
手
で
運
動
方
針
と

予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
組
織
拡
大
支

部
へ
の
表
彰
、
特
別
表
彰
、

が
行
わ
れ
た
後
、
平
成

29
・
30
年
度
の
役
員
選
出

へ
。
副
執
行
委
員
長
に
つ

い
て
は
定
数
を
超
え
た
た

め
、
選
挙
を
行
い
吉
村
修
・

執
行
委
員
長
は
じ
め
と
す

る
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
（
氏
名
は
、
下
段

を
参
照
）。

　

新
役
員
を
代
表
し
て
吉

村
執
行
委
員
長
の
決
意
表

明
。
大
会
宣
言
と
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
最

後
に
勝
野
書
記
長
が
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
を
行
い
、
参

加
者
全
員
で
今
後
の
建
設

山
口
の
更
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　【
元
阿
武
・
田
村
定
治

（
土
工
・
72
）】
今
回
私
は

３
度
目
の
大
会
書
記
を
務

め
ま
し
た
。

　

大
会
は
１
年
間
の
運
動

の
経
過
報
告
、
日
程
経
過

等
が
あ
り
、
各
専
門
部
の

運
動
方
針
案
へ
と
続
き
ま

し
た
。
長
い
文
章
を
読
み

上
げ
る
よ
り
も
、
必
要
な

要
点
を
述
べ
ら
れ
た
方

が
、
大
会
時
間
の
短
縮
に

な
る
の
で
は
、
ま
た
質
疑

に
お
い
て
も
一
人
一
問
に

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
大
会
ま
で
約
15

回
出
席
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
支
部
の
組
合
員
さ
ん

と
知
り
合
え
た
事
は
、
私

の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
30
日
で
阿
武
支
部

は
長
い
歴
史
を
閉
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
私
は

建
設
山
口
を
脱
退
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
良
く
し
て
い

た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
建
設
山
口
の
組
合

員
さ
ん
の
益
々
の
繁
栄
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

議
長
／
折
口
大
介
（
阿

東
）
村
上
康
伸
（
山
口
）

書
記
／
田
村
定
治
（
阿

武
）
上
田
直
美
（
岩
国
）

福
田
育
子
（
本
部
）

資
格
審
査
委
員
／
蒔
田

浩
治
（
萩
）
福
本
義
博

（
光
）吉
本
俊
雄（
防
府
）

末
永
稔
幸
（
美
祢
）
山

根
良
人
（
山
口
）

選
挙
管
理
委
員
／
津
田

守
正
（
宇
部
）
酒
井
秀

昭
（
小
野
田
）
礒
部
浩

次（
吉
南
）浅
田
誠（
下

松
）
河
野
公
彦
（
熊
毛

南
）
荒
木
泰
司
（
下
関
）

伊
藤
幸
太
郎
（
徳
山
）

議
事
録
署
名
人
／
亀
田

智
晴
（
豊
浦
）
熊
野
和

人
（
長
門
）

　

◆
組
織
拡
大
数

　

下
松
支
部
・
岩
国
支

部
・
吉
南
支
部

　

◆
組
織
拡
大
率

　

阿
武
支
部
・
熊
毛
南

支
部
・
防
府
支
部

　

磯
村
勇
輝
（
下
松
）

　

岡
義
智
（
阿
東
）
畒

狹
茂
樹
（
岩
国
）
籾
田

安
保
（
岩
国
）
中
川
勲

（
岩
国
）
三
分
一
太
作

（
岩
国
）
橋
本
晴
夫
（
宇

部
）
福
田
康
治
（
小
野

田
）
桑
原
清
（
下
関
）

岩
川
哲
一
（
下
関
）
石

村
照
明
（
長
門
）
酒
井

保
孝
（
柳
井
）
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執
行
委
員
長

　

吉
村
　
　

修
（
宇
　

部
）

副
執
行
委
員
長

　

青
木
　
　

保
（
小
野
田
）

　

今
地
幾
太
郎
（
下
　

松
）

　

藤
田
　

裕
政
（
長
　

門
）

書
記
長

　

小
林
　

和
弘
（
山
　

口
）

会
　
計

　

来
島
　

正
利
（
　

萩
　

）

会
計
監
査

　

河
嶋
　

健
司
（
吉
　

南
）

　

河
野
　

雅
次
（
長
　

門
）

　

瀧
口
　
　

治
（
美
　

祢
）

組
織
対
策
部

◎
山
田
　

好
男
（
吉
　

南
）

○
小
池
　

延
幸
（
岩
　

国
）

　

田
村
　

豪
勇
（
下
　

関
）

　

吉
崎
　

和
成
（
柳
　

井
）

社
保
対
部
（
共
済
福
祉
部
）

◎
藤
井
　

洋
巳
（
熊
毛
南
）

○
浜
下
　

照
文
（
下
　

松
）

　

齊
藤
　

博
行
（
小
野
田
）

　

村
岡
　
　

進
（
長
　

門
）

　

宮
脇
　

光
義
（
　

萩
　

）

賃
金
対
策
部

◎
久
保
登
志
正
（
徳
　

山
）

○
為
栗
　

正
美
（
山
　

口
）

　

橋
本
　

信
康
（
下
　

松
）

　

長
井
　

悦
則
（
宇
　

部
）

　

松
永
　

裕
治
（
岩
　

国
）

技
術
対
策
部

◎
荒
木
　

泰
司
（
下
　

関
）

○
城
前
　

知
弘
（
宇
　

部
）

　

𦿷
　
　

祐
輔
（
豊
　

浦
）

教
育
宣
伝
部

◎
熊
谷
　

龍
夫
（
山
　

口
）

○
河
村
　

雅
伸
（
小
野
田
）

　

山
本
　

英
治
（
岩
　

国
）

　

藤
井
　

龍
夫
（
下
　

松
）

税
金
対
策
部

◎
末
広
　

武
夫
（
宇
　

部
）

○
近
崎
　

秀
幸
（
　

光
　

）

　

中
村
　

廣
昭
（
防
　

府
）

　

吉
村
　

典
之
（
徳
　

山
）

住
宅
対
策
部

◎
曽
我
　
　

隆
（
防
　

府
）

○
山
本
　

克
巳
（
阿
　

東
）

　

穴
見
　

泰
夫
（
下
　

関
）

　

内
山
　

秋
久
（
山
　

口
）

労
働
対
策
部

◎
林
　
　

主
行
（
美
　

祢
）

○
武
原
　
　

弘
（
宇
　

部
）

　

森
中
　

美
雄
（
岩
　

国
）

　

山
﨑
　

皓
生
（
吉
　

南
）

青
年
部

◎
田
中
　

満
男
（
岩
　

国
）

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

第52回
定期大会

■
求
人
情
報
の
ご
利

用
を

　「
仕
事
の
関
係
で
職
人

さ
ん
や
従
業
員
が
必
要

な
ん
だ
が
…
」
そ
ん
な

要
望
に
応
え
る
た
め
建

設
山
口
で
は
、
求
人
情

報
を
本
部
を
通
じ
て
、

県
下
各
支
部
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、

指
定
の
「
建
設
山
口
求

人
票
」
を
本
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
部

か
ら
県
下
各
支
部
に
送

付
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
組
合
事
務
所
ま
で
。

新
執
行
部
ス
タ
ー
ト

組
合
員
の
生
活
守
り
ぬ
こ
う

大
会
諸
役
員

支
部
表
彰

特
別
表
彰

退
任
さ
れ
た
役
員

折口さん村上さん

最
優
秀
賞
に

　

「
安
全
は
　

日
々
の
努
力

の
　

積
み
重
ね
」

　

下
松
支
部
の
磯
村
勇
輝

さ
ん
の
こ
の
標
語
が
、
全

国
か
ら
の
応
募
の
中
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
今
年

度
の
全
建
総
連
の
安
全
ポ

ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
29
・
30
年
度
役
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

―
 

永
い
歴
史
閉
じ
る
・
阿
武 ―

▲

大
会
書
記
を
務
め
た

　

田
村
さ
ん
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「
全
建
総
連
７
・６
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要

求
中
央
総
決
起
大
会
」
が

７
月
６
日
、
東
京
・
日
比

谷
大
音
楽
堂
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
48
県
連
・
組
合
か

ら
３
９
３
７
人
が
参
加
。

建
設
山
口
か
ら
は
、
吉
村

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

代
表
16
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
を
行
い
、

直
接
、
要
請
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

集
会
は
、
三
浦
中
央
執

行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
各
省
庁
に
向
か
う

交
渉
団
を
代
表
し
て
建
設

山
口
の
小
林
書
記
長
が
決

意
表
明
。
そ
の
後
、
勝
野

書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で

勝
野
書
記
長
は
、「
設
計
労

務
単
価
は
上
が
っ
て
い
る

の
に
、
現
場
賃
金
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
は

福
利
厚
生
整
備
の
た
め
の

全
体
で
目
標
達
成

諸
要
求
実
現
へ

　
　

全
国
の
仲
間
と
共
に

分散会で活発な意見も
～中国地協主婦交流集会・山口～

　

中
国
地
協
主
婦
交
流

集
会
が
建
設
山
口
の
引

き
受
け
で
、
６
月
５
日
〜

６
日
の
２
日
間
、
山
口
市

の
「
ホ
テ
ル
松
政
」
を
会

場
に
、
５
県
連
・
組
合
63

人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
元
主
婦

の
会
会
長
と

し
て
、
長
谷

主
婦
の
会
会

長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
。

続
い
て
建
労

岡
山
の
大
橋
さ
ん
と
建
設

山
口
の
吉
岡
さ
ん
が
議
長

団
に
選
出
さ
れ
た
後
に
、

基
本
組
合
の
役
員
、
全
建

総
連
の
奈
良
組
織
部
長
か

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
ス
キ

ン
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

も
あ
る
長
谷
会
長
を
講
師

に
迎
え
「
10
歳
若
く
美
し

く
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
を
モ

デ
ル
に
メ
イ
ク
を
実
演
し

な
が
ら
、
メ
イ
ク
時
の
ポ

イ
ン
ト
や
ス
カ
ー
フ
の
巻

き
方
な
ど
、
女
性
の
方
が

興
味
を
持
た
れ
る
お
話
が

　

来
年
度
の
国
保
組
合
に

対
す
る
補
助
金
の
現
行
水

準
の
確
保
を
求
め
る
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
全
建
総
連
傘

下
の
組
合
が
一
斉
に
取
り

組
む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
２
万

７
３
５
６
枚
を
集
約
し
、

７
月
25
日
に
投
函
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
秋
の
２
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
組
織
人
員
の
２
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
、
全
体
で

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
の

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

限られた時間の中で

気持ちをひとつにして

５県連・組合63人が参加して

3 団体の
事業計画を承認

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
つ
の
分
散

会
に
分
か
れ
て
「
仕
事
と

く
ら
し
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
討
論
を
行
な
い

ま
し
た
。「
主
人
の
健
康
に

気
遣
い
を
し
て
い
る
」、「
若

い
職
人
さ
ん
が
不
足
し
て

い
る
」、「
後
継
者
が
い
な

い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
全
建
総
連

の
奈
良
組
織
部
長
か
ら

「
仲
間
の
力
を
集
め
、
大
き

な
組
合
・
主
婦
の
会
を
つ

く
ろ
う
」
と
題
し
た
レ

ジ
ュ
メ
を
基
に
基
調
報
告

等
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
全
体
会
議
で
各

分
散
会
の
報
告
が
行
な
わ

れ
た
後
に
、
基
本
組
合
の

役
員
さ
ん
よ
り
交
流
集
会

の
総
括
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

次
回
開
催
地
で
あ
る
建

労
岡
山
女
性
会
の
大
橋
さ

ん
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

も
っ
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
引
き
受
け
と
し

て
立
派
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
、
事
前
に
主
婦
の
会

の
会
長
会
議
で
検
討
。
中

国
地
協
の
各
県
の
主
婦
の

会
の
方
々
と
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
と
も
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
交
流
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

中央総決
起

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
た
取
り
組
み
が
必

要
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
決
議
案
を
大

き
な
拍
手
で
採
択
し
、
全

国
の
仲
間
と
東
京
駅
ま
で

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
木
造
建

築
物
の
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

　

軒
高
５
ｍ
以
上
の
木

造
建
築
物
の
構
造
部
材

の
組
立
て
又
は
こ
れ
に

伴
う
屋
根
下
地
若
し
く

は
外
壁
下
地
の
取
付
作

業
に
つ
い
て
は
、
木
建

の
作
業
主
任
者
を
選
任

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
上
、
こ
の
資
格
が

必
要
な
方
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】９
月
25
日
（
月
）

　
　
　

９
月
26
日
（
火
）

　

両
日
と
も
８
時
50
分

か
ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】９
月
７
日
（
木
）

【
受
講
料
】
５
，
０
０
０

円【テ
キ
ス
ト
代
】

　

１
，
３
０
０
円（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
）。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
所
属
の
支
部
ま

た
は
本
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

このような現場では作業主任者を選任

木建の技能講習
9月に組合主催で

― 

ハ
ガ
キ
要
請
行
動 

―

保
険
局
長
、
医
療
保
険
担

当
審
議
官
、
国
民
健
康
保

険
課
長
、
国
民
健
康
保
険

課
長
補
佐
の
４
名
へ
の
要

請
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
及
び
家
族
の
皆

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

みんなでガンバロウ 全員スーツ着用で引きしまる

基本組合への協力
積極的に

主婦の会総会
未加入の青年層を

組合へ

青年部定期大会

　

４
月
30
日
、
青
年
部
は

15
支
部
34
人
の
参
加
の
も

と
、
第
48
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
員
が

ス
ー
ツ
を
着
用
で
臨
み
、

平
成
29
年
度
の
運
動
方
針

と
要
求
予
算
を
決
定
。

　

役
員
改
選
で
は
、
青
年

部
長
の
田
中
満
男
（
岩
国
）

さ
ん
を
は
じ
め
４
人
全
員

が
再
任
。
今
年
度
も
未
加

入
の
青
年
層
へ
加
入
の
働

き
掛
け
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
建
設
山
口
の

担
い
手
と
し
て
行
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

５
月
10
日
、
第
38
回
主

婦
の
会
総
会
を
12
支
部
37

人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

基
本
組
合
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
を
確

認
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

を
学
習
し
、
未
加
入
者
へ

組
合
加
入
を
働
き
か
け
、

組
織
拡
大
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、

会
長
の
宇
部
支
部
の
長
谷

美
枝
子
さ
ん
を
は
じ
め
４

人
全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

本部会館で開催

　

建
設
山
口
の
中
に
あ
る

３
団
体
（
中
建
国
保
組
合

山
口
県
支
部
・
一
般
社
団

法
人
山
口
県
住
宅
建
設
協

会
・
山
口
県
建
設
職
業
訓

練
協
会
）
の
総
会
を
５
月

16
日
、
建
設
山
口
本
部
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
の
後
、
新

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
建
設
職

業
訓
練
協
会
と
し
て
運
営

し
て
い
る
訓
練
校
は
、
今

年
度
、
入
校
希
望
者
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
新
一
年

生
の
受
け
入
れ
は
見
送
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
訓
練
生
確
保

に
関
し
ま
し
て
、
組
合
員

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

軒の高さ
５m以上

地盤面まで



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（3）　平成29年８月１日 第２８０号

登
山
靴

14

久光　義秋（光・大工 67）

大山縦走記　上巻
（鳥取県）

支部 平成29年６月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 75 － 2
阿　武 19 － 5
岩　国 1,747 32
宇　部 1,643 7
小野田 576 12
吉　南 999 13
下　松 1,076 42
熊毛南 262 － 6
下　関 1,245 － 27
徳　山 749 － 1
豊　浦 173 1
長　門 192 0
萩 180 － 9
光 253 4
防　府 887 － 20
美　祢 177 － 1
山　口 1,053 12
柳　井 423 13

計 11,729人 65
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１
９
９
７
年
５
月
18

日
晴
れ
、「
下
山
キ
ャ
ン

プ
場
」
７
時
出
発
。
大

神
山
神
社
で
登
山
の
安

全
を
祈
り
元
谷
に
入
る
。

荒
涼
と
し
た
風
景
の
砂

す
べ
り
ル
ー
ト
に
は
ま

だ
雪
渓
が
残
り
、
ピ
ッ

ケ
ル
で
ス
テ
ッ
プ
を
切

り
な
が
ら
慎
重
に
登
っ

て
い
る
と
、
男
女
二
人

が
下
り
て
来
た
。

　

彼
ら
は
「
今
日
は
風

が
強
い
、
こ
の
上
は
落

で
私
達
を
悩
ま
す
が
、

何
と
か
登
り
「
中
宝
珠

越
え
」
の
登
山
道
に
出

て
三
鈷
峰
を
北
に
見
上

げ
足
元
に
咲
く
サ
ン
カ

ン
ヨ
ウ
に
癒
さ
れ
る
。

こ
の
辺
り
の
標
高
か
ら

ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
、
マ
イ

ズ
ル
ソ
ウ
、
ヤ
マ
シ
ャ

ク
ヤ
ク
の
自
生
地
が
見

ら
れ
花
を
楽
し
み
な
が

ら
三
鈷
峰
に
登
る
。
三

鈷
峰
西
壁
も
崩
落
を
続

け
風
が
強
い
時
は
要
注

意
箇
所
も
あ
る
。
ケ
ル

ン
の
頂
上
か
ら
眺
め
る

弓
ヶ
浜
の
海
岸
線
が
美

し
く
光
っ
て
い
る
。

―
次
号
へ
続
く
―

石
の
巣
だ
、
危
な
い
」

と
引
き
返
し
て
き
た
。

砂
塵
が
舞
い
上
が
り
嫌

な
予
感
。
砂
す
べ
り
を

登
り
始
め
る
と
、
コ
ブ

シ
大
の
石
が
ど
ん
ど
ん

落
ち
て
く
る
。
や
ば
い

な
〜
と
判
断
し
左
の
支

稜
に
登
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

に
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
準

備
を
し
て
い
る
と
ザ
ー
ッ

と
い
う
音
を
伴
い
、
砂

礫
な
だ
れ
が
彼
女
に
押

し
寄
せ
て
い
る
。
慌
て

て
支
稜
に
登
ろ
う
と
す

る
が
足
元
が
悪
く
登
れ

な
い
。
何
と
か
３
ｍ
下

の
大
岩
へ
滑
り
落
ち
る

様
に
身
を
隠
す
。
大
岩

で
砂
礫
の
勢
い
は
止
ま

り
胸
を
撫
で
お
ろ
す
。

　

ロ
ー
プ
で
支
稜
に
引

き
上
げ
歩
く
が
ヤ
マ
ハ

ン
ノ
キ
の
ブ
ッ
シ
ュ
で

歩
き
づ
ら
く
、
左
の
谷

を
詰
め
る
。
こ
の
沢
も

落
石
の
多
い
悪
谷
だ
。

　

谷
の
終
了
点
は
ホ
ー

ル
ド
の
悪
い
３
ｍ
の
壁

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

三鈷峰頂上にて

下関支部 金子志津乃さん

　

【
宇
部
・
島
根
政
義
（
大

工
・
51
）】
昭
和
42
年
、
15

人
の
有
志
に
よ
り
建
設
山

口
宇
部
支
部
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
の
組
合
員
数

１
６
４
３
人
、
節
目
と
な

る
第
50
回
定
期
大
会
を
平

成
29
年
６
月
18
日
に
組
合

員
１
８
１
人
出
席
の
も

と
、
宇
部
市
文
化
会
館
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

次
な
る
60
回
、
70
回
大

会
を
目
指
し
、
ま
ず
は
現

在
、
今
日
を
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
い
き
た
い
と
、
吉

村
修
支
部
長
の
挨
拶
、
そ

の
後
、
各
専
門
部
か
ら
運

動
方
針
案
と
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
に

よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
組
合
員
２
０
０
０

人
を
目
指
そ
う
と
、
吉
南

支
部
の
山
田
支
部
長
の
ガ

ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
無
事
に

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
宇
部
国
際

ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、

久
保
田
后
子
宇
部
市
長
、

河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
、

杉
山
孝
夫
宇
部
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
、
各
支
部
の

役
員
他
35
人
の
来
賓
を
迎

え
祝
賀
会
を
開
催
。

　

来
賓
挨
拶
、
紹
介
の
あ

と
鏡
割
り
が
行
わ
れ
、
乾

杯
と
な
り
ま
し
た
。
会
場

内
に
、
宇
部
支
部
の
歴
史

の
ビ
デ
オ
を
流
し
な
が
ら

余
興
、
懇
親
を
行
い
ま
し

た
。
目
玉
の
大
抽
選
会
１

等
賞
に
42
型
テ
レ
ビ
が
用

意
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
和
や
か
で
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
関
の
東
に
位
置
す
る

才
川
地
区
か
ら
小
野
田
に

か
け
て
の
海
岸
は
、
引
き

潮
時
に
千
鳥
浜
と
い
う
お

よ
そ
７
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
広
大
な
干
潟
が
現
れ

ま
す
。
こ
こ
で
は
シ
オ
マ

ネ
キ
や
ト
ビ
ハ
ゼ
、
生
き

た
化
石
と
い
わ
れ
る
カ
ブ

ト
ガ
ニ
や
、
様
々
な
鳥
、

多
く
の
種
類
の
生
き
物
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
し
て
周
防
灘
に
面
し

た
海
岸
は
日
の
出
の
ナ
イ

ス
ヴ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、

海
や
空
を
染
め
て
昇
る
朝

日
は
一
日
の
活
力
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
周
防
灘
の

西
の
端
は
海
上
の
交
通
の

要
所
関
門
海
峡
で
す
。
大

小
様
々
な
上
り
下
り
の
船

が
狭
い
海
峡
を
行
き
か
う

さ
ま
は
、
こ
と
に
潮
の
流

れ
が
速
い
と
き
、
ず
っ
と

見
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
を
西
に
抜
け
る
と

響
灘
。
響
灘
を
臨
む
北
浦

街
道
沿
い
の
海
岸
か
ら
は
、

水
平
線
に
沈
む
夕
日
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雲

や
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は

あ
た
り
一
面
を
真
っ
赤
に
、

あ
る
い
は
真
っ
黄
色
に
染

め
な
が
ら
沈
む
夕
日
は
、

お
よ
そ
ど
ん
な
芸
術
作
品

も
か
な
わ
な
い
ほ
ど
の
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
表

情
や
情
景
を
見
せ
て
く
れ

る
下
関
の
海
岸
線
が
私
の

お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。

ち
な
み
に
、
吉
母
の
毘
沙

ノ
鼻
展
望
台
を
訪
れ
る
と
、

本
州
最
西
端
訪
問
証
明
書

を
貰
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
学
校
で
運
動
会

嬉
し
い
一
日
に

　

吉
南
　

上
山
　

美
穂

（
パ
ー
ト
）

　

５
月
27
日
、
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
娘
の
通
う

小
学
校
で
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

徒
競
走
、
ダ
ン
ス
、

リ
レ
ー
、
玉
入
れ
と
色

ん
な
競
技
に
一
生
懸
命

な
姿
と
笑
顔
に
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。

　

お
弁
当
も
た
く
さ
ん

食
べ
て
く
れ
、
嬉
し
い

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
つ
け
た
技
術

生
き
つ
づ
け
て
い
る

　

吉
南
　

田
中
　
　

悟

（
大
　

工
）

　

は
る
か
昔
、
職
業
訓

練
校
で
学
ん
だ
。

　

何
年
た
っ
て
も
、
そ

の
時
、
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
、
身
に
つ
け
た

技
術
は
生
き
続
け
て
い

る
。
基
本
は
大
切
だ
。

次
の
60
年
、
70
年
に
向
け

２
０
０
０
人
を
目
指
す

情景豊かな下関の海岸線

大いに盛り上がった祝賀会

宇部支部

節目の大会
＆

記念祝賀会

下関支部　岩川　哲一

▶干
珠
島
と
満
珠

島
と
旭
日

毎日仲良く喧嘩

マ
ロ
く
ん

　

齢
15
、
体

重
７
キ
ロ
の

「
穏
や
か
な
巨

人
」
ム
サ
シ

君
の
も
と
に

弟
分
が
来
て
、

も
う
す
ぐ
１

年
。

　

真
っ
白
で

眉
の
部
分
だ

け
黒
い
そ
の
子
は
「
マ
ロ
」

と
命
名
さ
れ
、
そ
の
き
れ

い
な
体
に
似
使
わ
ぬ
や
ん

ち
ゃ
ぶ
り
で
、
狭
い
我
が

家
を
縦
横
無
尽
に
走
り
回

り
、
兄
貴
分
の
ム
サ
シ
に

も
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
な

が
ら
、
毎
日
仲
良
く
喧
嘩

を
し
て
い
る
。

　

子
供
も
大
き
く
な
り
、

夫
婦
２
人
で
過
ご
す
こ
と

も
多
く
な
っ
て
き
た
が
、

２
匹
の
お
か
げ
で
会
話
に

は
事
欠
か
な
い
。
買
い
物

に
出
掛
け
て
も
、
も
う
１

匹
の
老
犬
「
チ
ョ
コ
」
の

分
も
含
め
て
お
や
つ
を
い

そ
い
そ
と
買
っ
て
帰
る
始

末
。
仕
事
の
疲
れ
も
癒
し

て
く
れ
る
最
高
の
家
族
た

ち
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
中
の
我
が

家
の
最
後
の
仕
上
げ
は
、

父
ち
ゃ
ん
お
手
製
の
キ
ャ
ッ

ト
タ
ワ
ー
で
決
ま
り
！
父

ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
ね
！

お気に入りの
場  所

阿武支部
45年の歴史に幕
～県下17支部に～

　

昭
和
47
年
７
月
に
結
成

さ
れ
た
阿
武
支
部
。
多
い

時
に
は
、
80
人
を
越
え
る

組
合
員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
年
の
６
月
末

を
も
っ
て
残
念
な
が
ら
そ

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
（
大
半
の
組
合
員
さ
ん

は
、
７
月
１
日
付
け
で
萩

支
部
に
移
行
）。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
建

設
山
口
は
県
下
17
支
部
と

な
り
ま
し
た
。
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無
　
題

大村さん

　サクラの花が散れば、ツ
ツジの花が咲きますが、こ
の年齢になるまでツツジとサ
ツキの違いをあまり知らずにいた
のです。
　そこでネット上で調べるとかなり
のことが違うことが解りました。ま
ず花の大きさ以外に葉はツツジは軟
らかくサツキは硬く、開花時期はサ
ツキの方が一か月程度遅れて咲くよ
うです。
　その他色々と違いがありますが俳
句等を読む時に使う季語の違いがあ

ります。ツツジは春、サツ
キは夏であるらしい事、最

近、某テレビ局の放送番組でダ
ウンタウンの浜ちゃんがＭＣを務め
る俳句査定のコーナーを見ると季語
の話がしばしば出てきます。
　日本人は昔から自然に畏敬の念を
抱きながら対峙して生きてきまし
た。季節の折々の現象を感じながら
暮らしてきた訳です。私達も身近に
ある自然の営みを感じながら、日々
仕事に精進したいものです。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
順
に
並
べ
変
え

て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
空
中
に
た
ち
こ
め
る
霧
。

○
○
が
か
か
る
。

②
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
。

⑤
鼻
に
角
を
持
つ
動
物

は
？

⑥
夏
バ
テ
防
止
。
こ
の
蒲

焼
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑧
歯
の
間
に
挟
ま
っ
た
物

を
取
っ
た
り
す
る
物
。

⑨
危
な
か
っ
た
。
○
○
を

逃
れ
る
。

⑩
Ⅹ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
リ
ー

ダ
ー
。

⑫
凸
凹
（
で
こ
ぼ
こ
）
の

反
対
語
。

⑮
空
腹
。
お
腹
が
○
○
。

⑯
あ
り
が
た
い
と
思
う
心
。

○
○
で
始
ま
り
、
○
○

で
終
わ
る
。

⑰
絵
、
図
解
、
さ
し
絵
。

⑲
音
読
み
と
○
○
読
み
。

㉑
マ
ス
タ
ー
ズ
４
勝
の
ア

メ
リ
カ
を
代
表
す
る
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
相
互
に
助
け
た
り
、
助

け
ら
れ
た
り
す
る
さ
ま
。

②
運
が
開
け
る
こ
と
。

③
溶
け
や
す
く
燃
え
や
す

い
。
○
○
そ
く
。

④
御
用
心
。
出
か
け
る
と

き
は
忘
れ
ず
に
。

⑤
別
れ
の
あ
い
さ
つ
。

⑦
自
己
陶
酔
の
人
。
う
む

ぼ
れ
。

⑪
大
工
の
さ
し
が
ね
術
。

○
○
術
。

⑬
桜
田
門
外
の
変
。
○
○

な
お
す
け
。

⑭
表
の
反
対
。

⑰
原
因
が
あ
れ
ば
結
果
が

あ
る
。
○
○
○
関
係
。

⑱
日
本
の
国
技
で
年
６
場

所
あ
り
ま
す
。

⑲
○
○
を
残
さ
な
い
よ
う
、

何
事
も
一
生
懸
命
に
。

⑳
他
人
を
混
ぜ
な
い
。
親

子
○
○
い
ら
ず
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
９
月
４
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
279
号
解
答
◇

　

シ
ン
リ
ョ
ク

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
赤
波

江
卓
也
・
竹
村
修
司
【
吉

南
】
浅
川
れ
い
子
・
斉
藤

守
・
中
谷
京
子
【
下
松
】

戸
井
哲
男
【
熊
毛
南
】
河

野
邦
彦
・
長
藤
竜
二
【
光
】

田
村
弘
美
【
防
府
】
原
祐

二

（
応
募
総
数
47
）

住　　所：美祢市大嶺町東分 2610-1
Ｔ Ｅ Ｌ：0837-53-0056
営業時間：11：00～20：00
　　　　　11：00～17：00（日・祝日）
店 休 日：月曜日および第 3日曜日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）

お
す
す
め
は
〝
ひ
ろ
な
ラ
ン
チ
〞

　【
美
祢
・
藤
井
正
樹
（
電

工
・
43
）】「
ひ
ろ
な
カ

フ
ェ
」
は
２
０
１
３
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
カ

フ
ェ
＆
き
っ
ち
ん
。

　

お
す
す
め
の
ひ
ろ
な
ラ

ン
チ
は
３
週
替
わ
り
で
季

節
が
い
た
だ
け
る
洋
風
ラ

ン
チ
で
自
慢
の
手
作
り
パ

ン
と
よ
く
合
い
ま
す
。

　

パ
ン
は
毎
朝
こ
の
キ
ッ

チ
ン
で
焼
き
上
げ
て
い
て
、

食
パ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
バ

タ
ー
ロ
ー
ル
、
塩
バ
タ
ー
、

ク
ッ
キ
ー
生
地
が
美
味
し

い
メ
ロ
ン
パ
ン
、
も
っ
ち

り
し
た
小
倉
あ
ん
パ
ン
な

ど
20
種
類
以
上
揃
え
て
お

作・斉藤達夫

夏の一日

暑
さ
の
ピ
ー
ク
は

昼
下
が
り

よ
う
や
く
日
が
落
ち

涼
し
く
な
れ
ば

こ
の
一
杯
が「
命
水
」

寝
汗
で
目
覚
め
る

夏
の
朝

強
ま
る
日
射
し
で

気
温
急
上
昇

組
合
員
カ
ー
ド
提
示
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

県
内
の
シ
ダ
ッ
ク
ス

で
割
引
等
の
特
典
が
ス

タ
ー
ト
。

　

「
建
設
山
口
組
合
員

カ
ー
ド
」
を
受
付
に
提

示
。「
法
人・団
体
本
カ
ー

ド
（
青
色
）」
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
以
降
は
、
そ

ち
ら
の
カ
ー
ド
を
提
示
。

次
の
い
ず
れ
か
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

● 

Ａ
コ
ー
ス
　

ド
リ
ン

ク
人
数
分
サ
ー
ビ
ス

● 

Ｂ
コ
ー
ス
　

ル
ー
ム

料
金
30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

シ
ダ
ッ
ク
ス
で

得
し
よ
う
！

お入りの支部にあります案内チラシに
必要事項を御記入のうえ、組合員カードといっしょにハーモニー
ランドチケット売場窓口に提示してください。5名様まで、上記特
別優待料金にてチケットをご購入いただけます。
詳しくはお入りの支部へお問い合わせください。

2017年7月15日 ～8月31日 まで（土） （木）

1,2001,700円
OFF

り
ま
す
。

　

お
食
事
は
生
地
か
ら
こ

ね
て
い
る
全
粒
粉
入
り

ピ
ッ
ツ
ァ
や
パ
ス
タ
、
カ

レ
ー
に
ド
リ
ア
、
グ
ラ
タ

ン
、
３
種
の
味
が
楽
し
め

る
ト
ル
コ
ラ
イ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ス
イ
ー
ツ
に

は
定
番
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
の
ほ
か
、
人
気
Ｎ
Ｏ
・

１
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト

に
、
ク
リ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ

が
仲
間
入
り
。

　

な
お
、
お
店
の
ご
好
意

で
、
建
設
山
口
組
合
員

カ
ー
ド
の
提
示
で
、
さ
さ

や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
い

た
だ
け
ま
す
。

おしゃれで落ち着いた店がまえ

サラダ、スープ、手作りパンつきの「ひろなランチ」
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